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服部緑地でのトレイルＯ公

認大会。フットＯの練習会が

あり、それに参加するために

きたのだが、ついでに当日申

し込みでトレイルにも参加

することに。生徒たちは初め

ての参加だが…。 

 

■■■■    まずはフットＯ練習まずはフットＯ練習まずはフットＯ練習まずはフットＯ練習    ■■■■    
 

今回は、中学校は期末テスト直前でも

あり、３人だけが参加。まずはフット

Ｏ。練習会なので、Ｅカードを使った

随時でのリフトアップスタート。 

Ａ…３コントロール先までのメモリー 

Ｂ…地図を持って途中からメモリー 

Ｎ…通常のフットＯ 

の３クラス設定（といってもコースは

同じ）。生徒３人はＢで、僕はＡでの参

加です。生徒３人は、団子状態でまわ

っていたようで、６番コントロールで

追いつきました。 

といいながら、Ａクラスはメモリーな

ので覚えるのに一苦労。何度も利用し

ている公園ですが、覚え間違えると戻

って確認しなければならないので、ど

うも慎重になりすぎる。公園なので、

目印になる箇所がおおいので、大きな

目標を決めて、コントロールにアタッ

クするのだが、まあ、大きなつぼりも

なくまわってこれたが、慎重になった

分、タイムは遅かったけど。 

■■■■    初めてのトレイルＯ初めてのトレイルＯ初めてのトレイルＯ初めてのトレイルＯ    ■■■■    
 

今日はフットＯ練習だけで帰るつも

りだったのだが、阪本氏に「トレイル

も参加ね」と声をかけられ、急遽参戦。

生徒３人は初めてなので、そろってＢ

クラスに参加。僕は、錦織公園であっ

たときに参加しましたが、微妙なコン

トロールにあえなく惨敗。 

今回は、まず生徒と一緒に阪本氏から

トレイルＯの方法をみっちり講義。 

 

競技に入ると、走らなくていいため、

しっかり歩いて位置を確認。しかし、

坂辺がもらった地図がＡクラスだった

ため、途中で引き返してくるというア

クシデント。気を取り直して、もう一

度スタート。 

 コントロール位置に行くと、微妙な

場所なので、道沿いにうろうろして位

置を確認。相談は厳禁なので、いろい

ろみてチェックカードにパンチ。 

フィニッシュ後に成績を確認すると、

なんと僕と吉田が、全問正解。初めて

にしては、上々ですね。 

最終成績では、いくつか提訴に対象に

なったコントロールもあり、競技から

省かれたものもありました。 

いつものフットＯと違った楽しみ方

ができて、生徒たちは喜んでいました。 

 

（文責 横田実） 
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